
 
ⓒ2014-2017 Ankosoft Inc. 

 

 

 

 

「ANKO ガントチャート 2.0」 マニュアル 

 

 

 

 

 

 

Ver.2.1.15 

 

株式会社 Ankosoft 



「ANKO ガントチャート 2.0」 マニュアル バージョン 2.1.15 

 

 

 

ANKO Gantt charts2.0 Manual 

Version 2.1.15 

ⓒ2014-2017 Ankosoft Inc. 

 

本マニュアルに記載されている事柄は、製品の性能向上、または機能改善などにより、将来予告

なしに変更する場合があります。 
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連して直接、間接、偶然、または必然的に発生した損害に対して、どのような責任も負いかねま

すのでご了承ください。 

 

本マニュアルに対する著作権と知的所有権は Ankosoft Inc.が所有し、この権利は日本の著作権

法と国際著作権条約によって保護されています。したがって Ankosoft Inc.の事前書面同意なし
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れたり、提供されたりするものではありません。お客様は、全くエラーのないソフトウェアとい

うものはありえないものであることをご了承の上で、本製品をご使用になるものとし、そのため、

本製品のご使用に当たっては定期的に Redmine ならびに関連システムをバックアップされるこ

とを強くお勧め致します。 
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「ANKO ガントチャート 2.0」の概要 

 

「ANKO ガントチャート 2.0」（以下「ANKO ガントチャート」と表記します）は弊社 Ankosoft

が開発した Redmine のガントチャートプラグインです。既存の「Redmine のガントチャート」は

チケットをガントチャート形式で表示する機能しかなく、チケットの追加や編集を行う際、該当

ページへ移動しなければならず、操作性が良くありませんでした。 

 

ANKO ガントチャートでは Redmine のガントチャートページで「チケットの追加と編集」が可

能になります。ガントチャートページから移動しないでチケットの追加や編集ができるので、作

業効率が飛躍的に向上します。これにより、WBS、日程管理などがストレスなく簡単に登録でき

ます。 

 

ANKO ガントチャートは 

１）チケット新規作成 

２）子チケット作成 

３）日付変更（カレンダーとドラッグによる 2種類の変更方法を提供） 

４）チケット内容変更 

５）日付表示 

６）チケットの予定開始日/予定完了日を表示 

７）マウスドラッグによるチケットの親子関係、バージョンとの関連付け機能 

８）プラグインでの提供 

の８つのポイントがあります。 

 

※本マニュアルで扱う ANKO ガントチャートのバージョンは 2.1.7 です。 
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1. ANKO ガントチャートのインストール・アンインストール方法 

 

1.1.弊社が提供する「ankoalm_ganttchart.zip」を任意のフォルダーに解凍します。 

  ※弊社が提供するファイル名は変更される場合があります。 

 

1.2．Redmine がインストールされているサーバーにアクセスし、Redmine のルートフォルダー配

下の「plugins」フォルダーに「1.1.」で解凍したファイルが下図のような構成になるよう

にコピーします。 

  下図のように「ankoalm_ganttchart」フォルダーがローカル側に重複して生成される場合が

あります。下図のように「app」フォルダーの上の階層の「ankoalm_ganttchart」フォルダ

ーをサーバーの「plugins」フォルダーにコピーしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

Redmine ルートフォルダー 

 

Redmine サーバー 

 

ローカル PC 
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1.3.サーバーを再起動させます。 

 

1.4.プラグインが適用されると、「管理」－＞「プラグイン」をクリックし、プラグイン一覧ペ

ージで「ANKO Ganttchart plugin」が適用されたことを確認できます。 

 

 

1.5.「1.2」でサーバーにコピーしたフォルダーを削除後、サーバーを再起動することにより ANKO 

ガントチャートをアンインストールすることができます。 
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[評価版のインストール方法] 

   

  上記の説明で項目「1.2.」の部分が下記の手順になります。 

  弊社が提供する zip ファイルを解凍すると、「ankoalm_ganttchart」フォルダーと「rgloader」

フォルダーがありますので、「ankoalm_ganttchart」フォルダーは項目「1.2.」と同じ場所

にコピーします。また、「rgloader」フォルダーは Redmine のルートフォルダー直下にコピ

ーします。 

 

 

  正しいパスにフォルダーをコピーしないで、サーバーを再起動すると下図のようなエラーが

表示されます。 

 

 

  「ankoalm_ganttchart」と「rgloader」フォルダーを削除後、サーバーを再起動すると ANKO 

ガントチャートをアンインストールできます。 

Redmine ルートフォルダー 

 

Redmine サーバー 

 

ローカル PC 
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A.「Windows＋Bitnami」で Redmine を構築している場合を例に説明します。 

 

１．下図の例では「C:\Bitnami\redmine-3.1.0-0\apps\redmine\htdocs」フォルダーが Redmine

のルートフォルダーになります（具体的なパスは環境により異なります）。 

 

 

２．下図のように、「C:\Bitnami\redmine-3.1.0-0\apps\redmine\htdocs\plugins」フォルダー

に「ankoalm_ganttchart.zip」を解凍したファイルを全て移動させます。 

 

 

３．下図のように、スタートから「Bitnami Redmine Stack Manager Tool」を検索してクリック

します。 
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４．「Bitnami Redmine Stack」で「Manage Servers」タブをクリックします。 

 

 

５．「Thin_redmine」を選択し、「Restart」ボタンをクリックします。続けて、「Thin_redmine2」

を選択し、「Restart」ボタンをクリックします。「Restart」ボタンをクリックすると緑色の

アイコンがオレンジ色に変わります。 

再度アイコンの色が緑色に変わればサーバーの再起動が完了し、「ANKO ガントチャート」

のインストールが完了します。 
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B.「Ubuntu サーバー＋Bitnami」で Redmine を構築している場合を例に説明します。 

 

１．下図の例では Redmine のルートフォルダーである「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs」配

下の「plugins」フォルダーに「ankoalm_ganttchart.zip」の中身を全て移動させた例です。 

 

 

２．サーバーを再起動させます（下記は例であり、環境により名称やパスは異なります）。 

 管理者権限で「./ctlscript.sh restart apache」と入力しサーバーを再起動させます。 

 「httpd started at port 80」と表示されれば、サーバー起動が完了しました。 
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2. ANKO ガントチャートの設定方法 

 

ANKO ガントチャートでは、チケットの予定開始日、予定完了日を指定、表示することができ

ます(下図の赤枠で囲まれた部分が「予定チャート」で予定チャートの開始日と完了日が予定開

始日、予定完了日になります)。そのために必要な設定をシステム管理者権限で行います。 

 

 

 

2.1.システム管理者権限で、「管理」－＞「カスタムフィールド」－＞「新しいカスタムフィー

ルドを作成」で、チケットの予定開始日、予定完了日を入力するためのフィールドを作成し

てください。フィールドの書式は「日付」にしてください。 

カスタムフィールド名は任意でかまいません。 
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2.2.全プロジェクト向けにするのか、特定のプロジェクト向けにするのか、どのトラッカーで使

用するのかを任意で設定してください。 

 

 

2.3．「管理」－＞「プラグイン」－＞「ANKO Ganttchart plugin」の設定をクリックします。 
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2.4．「予定開始日/予定完了日を定義するフィールド名の選択」で「予定開始日」と「予定完了

日」に「2.１.」項目で作成したフィールドを設定し、「適用」をクリックします。 

※「予定開始日/予定完了日を定義するフィールド名の選択」で設定するフィールドの書

式は必ず日付形式でなければなりません。それ以外の書式のフィールドを設定するとガント

チャートページでエラーが発生します。 

 

 

2.5．上記設定ページで、「ワークフローの表示」にチェックを入れると、下図のようにチケット

の詳細ページでワークフローをビジュアル的に表示します。 
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2.6．「管理」->「ロールと権限」ｰ>「権限」->「ガントチャート」の「チケットの追加」をオン

にすると、ガントチャートページでチケットの追加ができます（新規チケットの追加、子チケッ

トの追加の権限です）。 

それ以外の権限は、同じページの「チケットトラッキング」の項目により権限の付与ができます。 
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3. チケット新規作成方法 

ガントチャートページからチケットを新規作成する方法を説明します。 

 

3.1. ガントチャートページで、「新しいチケット」をクリックします。 

 

 

3.2. 「新しいチケット」ウィンドウが表示されますので、必要な項目を入力して「作成」をク

リックしてください。「※」印は必須項目です。 
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3.3.チケットが登録されますと、「作成しました。」が表示され、ガントチャートに該当チケット

が表示されます。 

 

 

3.4.補足事項 

下記の補足事項の内容は、以後の項目で共通した内容です。 

 

A.「開始日」、「期日」の両方に有効な日付が入力されていない場合、ガントチャートは表示され

ません。 

B.チケット登録、修正時、担当者を空欄で登録した場合、ガントチャートの担当者欄は空欄にな

ります。 

C. ガントチャートで表示される順列は、開始日で昇順で自動ソートされて表示されます。 

D.開始日より若い日付で期日を登録することはできません。 

E.チケットの登録や修正をするためには、Redmine で権限が付与されている必要があります。 

 

A    B 

↑ 

↓ 

 

C 
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4. 子チケット作成方法 

ガントチャートページから子チケットを新規作成する方法を説明します。 

 

4.1. ガントチャートページで、チケット名の前にある鉛筆アイコン（  ）をクリックすると、

「新しいチケット」ウィンドウが表示されますので、必要な項目を入力して「作成」をクリ

ックしてください。「※」印は必須項目です。 

  自動的に親チケット番号が入力され、該当チケットの子チケットとして登録されます。 

  子チケットと親チケットの対象バージョンを統一するため、対象バージョンは選択ができま

せん。対象バージョンを変更したい場合は、子チケットを作成後、チケット編集画面で行っ

てください。 
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5. チケットの日付変更方法 

ガントチャートページからチケットの日付を変更する方法を説明します。 

チケットの日付の変更はカレンダーアイコンをクリックする方式と、ガントチャートをドラッ

グする方式の２種類があります。 

 

5.1. ガントチャートページで、開始日と期日に表示されているカレンダーアイコン（  ）を

クリックすると、カレンダーが表示され、変更したい日付をクリックして入力します。 

 

 

5.2. 新しい日付が登録されると、「更新しました。」が表示され、ガントチャートが新しく更新

されます。 
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5.3. 子チケットが所属している場合、親チケットの開始日、期日は変更することができません。

カレンダーアイコンから親チケットの開始日、期日を変更させると下図のようなアラートが

表示されます。 

 

 

5.4. 移動させたいガントチャートをドラッグすることによって日付を変更することができます

(「拡大」をクリックして曜日が表示される拡大率の場合のみドラッグ可能です)。 
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5.5.ガントチャートの端をドラッグすることによって開始日、期日の片方だけの日付の変更をす

ることができます。 

 

 

5.6.ドラッグによる日付変更で下図のように「通信に失敗しました」と表示された場合は、「OK」

をクリックして、「ガントチャート」ページを更新後、再度やり直してください。 

 

 

5.7.子チケットが所属している親チケットの開始日、期日は変更することができないので、ドラ

ッグをしても値が反映されません。 
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6. チケット内容変更 

ガントチャートページからチケットの内容を変更する方法を説明します。 

 

6.1. ガントチャートページで、チケットのタイトル部分をクリックします。 

 

 

6.2. 「チケットの更新」ウィンドウが表示されるので、必要な部分を修正し「送信」をクリッ

クします。 
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6.3.チケットの削除権限がある場合、「削除」ボタンをクリックすると確認のためのアラー

トが表示されます。 

 

 

アラートウィンドウで「OK」をクリックすると、該当チケット及び子チケットが所属している

場合、配下の全ての子チケットを削除することができます。 
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6.4.「関連するチケット」の右側にある「追加」をクリックします。 

 

 

6.5.「関連している」というプルダウンが表示され、関連を指定したい項目を選択し、チケット

番号を入力して「追加」をクリックします。 
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6.6.下図のように他のチケットと関連付けをした結果が表示されます。右側の   アイコンを

クリックすると、関連の削除をすることができます。 

 

 

6.7.下図のようにガントチャート上でも関連付けがされたことが表示されます。 

  選択した関連付けの種類により矢印は表示されない場合があります。 

 

 

6.8.下図のように履歴項目と注記項目をクリックすると履歴を確認したり、新規に注記内容を登

録することができます。 
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7. 日付表示 

 

既存の Redmine は下図のように、１）年と月、２）年と月と週、３）年と月と週と曜日、４）

年と月と週と曜日の拡大版の４つの形式で日付を表示します。 

 

 

 

 

 

ANKO ガントチャートでは下図のように、「４）年と月と週と曜日の拡大版」の代わりに「年と

月と週と日と曜日の拡大版」形式で日付を表示します。 

 

「年と月と週と日と曜日の拡大版」形式で日付が表示されるまで、「拡大」をクリックします。 
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8. チケットの予定開始日/予定完了日を表示 

 

実際のタスクの進行状況に合わせてガントチャートで「開始日」、「期日」を修正すると元の計

画段階での予定開始日/予定完了日を確認できませんでしたが、ANKO ガントチャートでは、計画

段階での予定開始日/予定完了日をガントチャートで表示をし、予定からの進捗の乖離をビジュ

アル的に確認することができます。 

 

8.1. チケットの新規追加、チケットの更新時に「予定開始日」、「予定完了日」の欄に計画段階

での予定開始日、予定完了日を入力してチケットを登録します。 

 

 

8.2. 太い線はチケットの開始日、期日を現し、その下の細い線は「予定開始日」、「予定完了日」

を現します。 
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9. マウスドラッグによる親子関係、バージョンとの関係付け 

 

マウスドラッグにより、チケットの親子の関係付けが可能になります。 

 

9.1.マウスをチケットのタイトルに近づけると黄色でハイライトされます。 

 

 

9.2.その状態で、親のチケットに指定したいチケットのタイトルまでドラッグします。 

 

 

9.3.例示で#78 は元々は#76 を親としていましたが、#77 が新しい親になりました。 
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マウスドラッグにより、バージョンとの関係付けが可能になります。 

 

9.4.マウスをチケットのタイトルに近づけると黄色でハイライトされます。 

 

 

9.5.その状態で、指定したいバージョン名までドラッグします。 

 

 

9.6.例示で#78 が新しいバージョンに関連付けられました。 
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10. 制限事項 

 

10.1.対応しているブラウザは IE, Chrome です。Firefox には対応しておりません。 

   

 

10.2. ブラウザの表示拡大率が 100%の状態で最適化されており、それ以外の倍率でのレイアウ

ト乱れに対して保証しません。下図の例では表示拡大率を 100%以下にした場合、カレンダ

ーアイコンが表示されなくなります。 

 

 

10.3.開始日と期日は必ず開始日の値が期日の値以下になるように指定してください。 

 

10.4.予定開始日、予定終了日として Redmine のガントチャートの線の下に細い線で表示されま

すが、チケットに「開始日」と「期日」が入力されている必要があります。 

また下図のように「開始日」と「期日」がガントチャートとして表示されている必要があり

ます。 

 

 

下図では、#4 のチケットの予定開始日、予定終了日が 10 月に表示されるべきですが、「開

始日」と「期日」が 9月のためガントチャート上で表示がされていないため、予定開始日、

予定終了日も表示されません。 
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10.5.ガントチャートページでの「PDF」、「PNG」の部分は弊社で機能を追加しておりません。

Redmine 自体の機能になります（PDF 画面や PNG 画面と WEB 画面のイメージが異なります）。 

 

 

10.6.Redmine3.0 以前のバージョンでは親のチケットの開始日と期日は子のチケットの開始日

と期日と連動します。下図では#87 や#89 に開始日と期日が入力されているように見えます

が、実際には#92 に開始日と期日が入力されています。 

よって#92 を削除すると#87 や#89 などで開始日と期日が未入力状態になり、ガントチャー

トが表示されなくなります。 

また、子チケットを新規に登録することにより、親チケットに入力されていた開始日と期日

の値が削除される場合があります。 
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10.7.チケットの関連付けをしている場合、矛盾するような値を入力すると、下図のようなアラ

ートが表示され、入力が無効になります。 

アラートが表示されない場合でも入力した値が正しくない場合は、データが反映されません。 

 

 

10.8.欄の幅が固定されているため、チケット名、担当者名などが該当欄に入りきれない場合、

省略して表示します。また、一部の文字列は欄の外にはみ出て表示されます。 

 

 

10.9. 親プロジェクトで新しいチケットを作成時、子プロジェクトのチケットを親チケットに指

定する場合は、該当チケットが子プロジェクトに所属します。
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10.10.項目２の設定（下図の設定）で選択するカスタムフィールドの書式が「日付」でない場合、 

 

 

下図のようなエラーページが表示されます。正しいカスタムフィールドを指定してくださ

い。 
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10.11.日付の形式が「yyyy-mm-dd」である必要があります。日本語で表示する場合はデフォルト

で日付の形式が「yyyy-mm-dd」に指定されるため問題がありませんが、他の言語で使用した

り、意図的に日付の形式を「yyyy-mm-dd」以外に指定する場合、正しく動作しません。 

日付の形式は、「管理」->「設定」->「表示」->「日付の形式」から選択できます。デフォ

ルトでは「ユーザーの言語の設定に従う」となっています。 

日本語以外の言語で使用される場合、この選択を「yyyy-mm-dd」に指定してください。 
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10.12.チケットのタイトルをクリックすると、チケット変更用のポップアップウィンドウが表示

されますが、Redmine のバージョンによりタイトルが「チケットが更新されました」、「チケ

ットの更新」と表示されます。 

 

 

 

10.13.ログインをしていない状態ではカレンダーが表示されません。 

 

 

10.14.チケットの編集権限がない場合、チケットタイトルをクリックしても、チケット編集のポ

ップアップウィンドウが表示されません。 
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10.15.ワークフロー表示機能を使用する場合、ステータスが大量に存在すると下図のように表示

されます。 

 

 

 

10.16.マウスドラッグでガントチャートバーの位置の変更、長さの変更をする時には、ガントチ

ャート画面上に変更前と変更後の両端が表示されている必要があります。 

 

<マウスドラッグでガントチャートバーの位置の変更、長さの変更ができる場合> 

 

 

  下図の場合、開始日が 6/27 で、画面上にガントチャートバーの開始日が描画をされていま

せん。このような場合は、マウスドラッグでガントチャートバーの位置の変更、長さの変更

はできません。 

 

<マウスドラッグでガントチャートバーの位置の変更、長さの変更ができない場合> 
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10.17.バージョンに属しているチケットで、 アイコンをクリックして、子チケットを作成時、

「対象バージョン」を変更することができません。自動的に親と同じバージョンが設定され

ます。 
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11.「ANKO ガントチャート 2.2」使用許諾書 

 

株式会社アンコウソフト（以下「弊社」という）は、弊社が提供する Redmine プラグイン（以

下「本プラグイン」という、本プラグイン自体、本プラグインに関連するマニュアルを含みます

また、本プラグインのバージョンアップ版も含みます）を購入されたお客様（以下「お客様」と

いう）にダウンロード、その他の手段で弊社が提供する本プラグインを使用する権利を下記の条

件（以下「本条件」という）で許諾します。 

本プラグインについては、本条件を承諾していただくことがご使用の条件となっています。あ

らかじめ内容をよくご確認の上、同意していただける場合のみご使用ください。本プラグインを

使用するお客様は本条件で本プラグインを使用することに同意されたものとします。 

 

1. （ライセンスおよび著作権） 

Redmine 自体が GPL v2（http://www.gnu.org/licenses/gpl-2.2.html）でライセンスされ

ているため、本プラグイン中で Redmine と動的にリンクをしている部分に関しては、GPL v2

で提供しますが、本プラグイン中で Redmineと動的にリンクをしていない部分に関しては、

GPL v2 で提供せず、本条件に従います。 

本プラグインの著作権等の知的財産権は、弊社に帰属し又は第三者から正当なライセンス

を得たものであり、本プラグインは、日本およびその他の国の著作権法ならびに関連する

条約によって保護されています。 

 

2. （権利の許諾） 

お客様は本条件の条項にしたがって本プラグインを使用する非独占的な権利を本条件に基

づき取得します。お客様は、お客様が準備する物理サーバーもしくは仮想サーバーで動作

する１つの Redmine にのみ本プラグインをインストールし、使用することができます。 

本プラグインを使用する年数、使用するユーザー数に制限はありません。 

お客様は、本プラグインをバックアップもしくは保存の目的においてのみ本プラグインを

１つだけ複製をすることができます。 

 

3. （制限事項） 

本プラグイン中で Redmine と動的にリンクをしていない部分に関しては、お客様は下記の

制限事項に従わなければなりません。 

・お客様は本条件に明示的に許諾されている場合を除いて、本プラグイン及び付属するド

キュメントの全部または一部であるかを問わず、使用、複製することはできません。 

・お客様は、本プラグインの変更または改造を行うことはできません。 

・お客様は、本プラグインについて、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセ
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ンブル、解析を行うことはできません。 

・お客様は本プラグインを使用許諾する権利はなく、またお客様は本プラグインを有償・

無償を問わず第三者に販売、貸与、配布またはリースすることはできません。 

 

4. （限定保証） 

本プラグインは一切の保証なく、現状で提供されるものであり、弊社はその商品性、特定

用途への適合性をはじめ、明示的にも黙示的にも本プラグインに関して一切保証しません。

本プラグインに関して発生するいかなる損害（偶発的あるいは間接的な損害、または受け

られるべき救済の損失、得べかりし利益の損失、その他使用に起因して生じるいかなる損

害）も、お客様の責任および費用負担により解決されるものとします。 

本プラグインに対してお客様が変更または改造により、何らかの欠陥が生じたとしても、

弊社は保証しません。また、変更または改造の結果、万一お客様に損害を生じたとしても、

弊社は責任を負いません。 

本条件に基づく弊社の責任は、本プラグインのご購入に際しお客様が実際に支払われた金

額を上限とします。但し、弊社の故意または重大な過失による場合は、この限りではあり

ません。 

 

5. （責任の制限） 

弊社は、本条件その他いかなる場合においても、結果的、付随的あるいは懲罰的損害（損

害発生につき弊社が予見し、または予見しえた場合を含みます）について、一切責任を負

いません。 

お客様は、本プラグインの使用に関連して第三者からお客様になされた請求に関連する損

害、損失あるいは責任より弊社を免責し、保証するものとします。 

 

6. （契約期間および終了処理） 

本条件は、お客様が本プラグインをダウンロードし、またはお客様が準備する物理サーバ

ーもしくは仮想サーバーにインストールされた日をもって発効し、次によって終了されな

い限り有効に存続するものとします。 

お客様は、いかなる時でも本プラグイン並びに付属するドキュメントを廃棄することによ

って、この契約を終了させることができます。 

お客様が本条件のいずれかの条項に違反したときは、弊社はお客様に対し何らかの通知、

催告を行うことなく直ちに本条件を終了させることができます。その場合、弊社は、お客

様の違反によって被った損害をお客様に請求することができます。なお、本条件が終了し

たときには、お客様は直ちにお客様の物理サーバーもしくは仮想サーバー、その他のハー

ドウェアに保存されている本プラグイン（すべてのコピーを含みます）並びに付属するド

キュメントを全て破棄しなければなりません。 
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7. （本プラグインの動作環境） 

本プラグインは Redmine2.4.X、Redmine2.5.X、Redmine2.6.X、Redmine3.0.X、Redmine3.1.X、

Redmine3.2.X、Redmine3.3.X で動作します。 

ただし、「Redmine2.4.X、Redmine2.5.X、Redmine2.6.X」と「Redmine3.0.X、Redmine3.1.X、

Redmine3.2.X、Redmine3.3.X」で動作するプラグインは別途のプラグインであり、お客様

が購入前に利用中の Redmine のバージョンを弊社が確認し、該当 Redmine 用のプラグイン

を提供します。 

 

8. （無償対応でのバグ対応の範囲） 

上記の Redmine 環境において、このマニュアルに記載されている機能を提供できない場合

で、かつ、弊社がバグであると認識した場合、弊社の開発スケジュールに従って無償でバ

グ対応をするものとします。 

 

9. （無償対応でのバグ対応の範囲対象外の例示） 

下記に示す内容はバグ対応の範囲対象外の例示であり、ここに記載されていない内容であ

っても弊社の判断で無償対応でのバグ対応の範囲対象外とします。 

・他のプラグインとの競合により発生する事象 

・本プラグインを適用しない状態でも発生する事象 

・お客様の特殊な環境下でのみ発生する事象 

 

10. （お問い合わせ方法） 

メール（sales@ankosoft.co.jp）でのみ問い合わせを受付し、電話での受付はいたしませ

ん。 

 

11. （マイナーバージョンアップの無償提供） 

本プラグインのバグを対応した場合、弊社の判断でマイナーバージョンをいたします。 

本プラグインをご購入後 1 年以内に弊社で本プラグインをマイナーバージョンアップした

場合、該当バージョンを無償で提供いたします。ただし該当バージョンのダウンロード、

インストール作業など付帯作業はお客様が負担するものとします。 

 

12. （任意による維持保守契約） 

技術的なお問い合わせ、ご質問が必要な方は別途の維持保守契約を任意に弊社と締結する

ことができます。 
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13. （技術対応の制限） 

上記の維持保守契約を締結しないお客様に対しては、バグ対応及びマイナーバージョンア

ップ対応のみ本プラグインをご購入から１年間無償で行うものとし、それ以外の技術的な

お問い合わせ、ご質問などにはご回答・ご対応いたしません。 

 

14. （返金対応） 

本プラグインをご購入のお客様に対しては、返金、返品の対応は行いません。 

 

15. （その他） 

本条件のいずれかの既定が日本国の法律で無効とされた場合も、残りの規定は依然として

有効とします。 

本条件は日本国法を準拠法とします。本条件に関連または起因する紛争は、東京地方裁判

所を第一審の専属的合意管轄裁判所としてこれを解決するものとします。 

本プラグインは性能向上、または機能改善などにより、将来予告なしに変更する場合があ

ります。 

 

16. （附則） 

2016 年 10 月 21 日 項目「2.（権利の許諾）」の内容を一部改定 

2016 年 11 月 25 日 項目「11.(マイナーバージョンアップの無償提供）」の内容を一部改定 

2016 年 11 月 25 日 項目「13.(技術対応の制限）」の内容を一部改定 
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12.バグが発生した時のご対応方法 

 

発生したバグの原因を特定するため、お客様のご協力が必要になります。下記のご対応お

よび情報の提供をお願いします。 

なお、ユーザー権限により事象が発生している可能性があるため、システム管理者でログ

インをしていただき再現性があるか確認してください。システム管理者でログインをして

いると下図のように「管理」という項目が表示されます。 

 

 

1.発生事象の説明 

 

2.「管理」->「情報」の下図赤枠で囲まれた部分の情報 

 

 

3.OS 名、OS のバージョン 

 

4.ブラウザ名、ブラウザのバージョン 

 

5.バグが発生する前のキャプチャー画面とバグが発生したキャプチャー画面 
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6. production.log ファイル 

production.log のパスは Redmine ルートフォルダー/log の中にあります。 

cd でログファイルがあるフォルダーに移動後、下記のコマンドを実行してください。 

 

tail -f production.log 

 

tail -f production.log を実行すると下図のように色々なログが表示されますが、一番下

の行で区切り線として「－－－－－－－－－」を入力してください。 

 

 

 

その後、バグが発生した場面をブラウザで再現してください。 

 

<バグ画面例> 
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先ほど、区切り線を入れた位置以降でログが出力されている場合は、そのログ内容をコピ

ーして弊社にお送りください。apache で問題がある場合、production.log には出力がない

場合もあります。その際は出力されなかった旨をお伝えください。 

 

 

ログの取得後、「Ctrl＋C」で tail -f production.log モードから抜け出ることができます。 
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7. apache error log ファイル 

apache error log のパスは環境により異なりますので、サーバー管理者にご確認ください。

参考として、もし bitnami でインストールをしている場合、/opt/bitnami/apache2/logs に

ログがあります。 

 

cd でログファイルがあるフォルダーに移動後、下記のコマンドを実行してください。 

 

tail -f error_log 

 

tail -f error_log を実行すると下図のように色々なログが表示されますが、一番下の行で

区切り線として「－－－－－－－－－」を入力してください。 

 

 

その後、バグが発生した場面をブラウザで再現してください。 

 

<バグ画面例> 
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先ほど、区切り線を入れた位置以降でログが出力されている場合は、そのログ内容をコピ

ーして弊社にお送りください。 

apache で問題がない場合は、error log が出力されません。その際は出力されなかった旨

をお伝えください。 

 

 

ログの取得後、「Ctrl＋C」で tail -f error_log モードから抜け出ることができます。 
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8. ブラウザのコンソール画面の情報 

 

取得方法 

 

Google Chrome の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「検証」をクリック 

 

 

Console をクリックしてバグが発生した直後の状態を画面キャプチャーしてください。 

 

 

Internet Explorer の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「要素の検査」をクリック 
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コンソールをクリックしてバグが発生した直後の状態を画面キャプチャーしてください。 

 

 

 

9. html ソース 

 

取得方法 

 

Google Chrome の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「ページのソースを表示」をクリック 

 

 

ページのソースが表示されるので、テキストファイルとして保存してご提供ください。 
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Internet Explorer の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「ソースの表示」をクリック 

 

ページのソースが表示されるので、テキストファイルとして保存してご提供ください。 
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株式会社 Ankosoft のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンソースソリューション専門企業 ANKOSOFT 

Ankosoft はオープンソース開発を基盤にした会社で、プロジェクト管

理と品質管理分野で世界的に有名な Redmine, Jenkins, SonarQube  等

に対する技術力を保有しております。  

オープンソースの不足した部分を開発して、ソリューション

としてパッケージ販売をしており、技術サポート、教育など

オープンソースの普及に努めております。 

本    社 〒210-0015 神奈川県川崎市川崎区南町 22-6 815 号 

五反田事務所 〒141-0031 東京都品川区西五反田 8-1-8 中村屋ビル 3F 

TEL : 044-223-6484       メール: sales@ankosoft.co.jp 

URL : http://ankosoft.co.jp/    デモサイト : http://demo.ankosoft.co.jp/ 

Ankosoft の事業領域は、ソリューション開発および販売、オープンソースコンサルタント、

技術支援、教育、品質管理コンサルタントなどを主な事業として行っております。 

事業領域 
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「ANKO ALM」のご紹介 

 

オープンソースのプロジェクト管理システムである「REDMINE」を基盤にして、REDMINE に

足りない機能を加えて開発した「ALM」システムです。REDMINE に足りなかった管理機能、

利便性、モニタリング機能、ツール間の連動やプラグインのバグなどを改善・開発しまし

た。特に、開発ライフサイクルにおけるツール間の連動は欠かせないものであるため、オ

ープンソース間で連動できるよう開発された製品です。 

「ALM」とは、アプリケーションソフトウェアの開発・運用において、全体のライフサイク

ルを総合的に管理することによって、ソフトウェアの品質や開発生産性、変化への対応力

などを向上させるためのもの、もしくはそれらを実現させるためのソフトウェアのプラッ

トホームツールを指します。 

 

「ANKO ALM」の特長 

  

 

開発、ビルド、テストなど、開発サイクルに必要なツールが互いに連動して自動化され

ている機能は、開発者に快適な環境を提供し、開発スピードをアップさせます。 

 

 

ANKO ALM の使用によって、開発プログラムソースのスケール感だけでなく、テストカバ

レッジ情報を自動的に分析して、把握することができ、今まで把握が難しかったプログ

ラムの中まで確認できるようになり、より一層堅固で安定した製品開発をサポートしま

す。 

 

 

ANKO ALM はオープンソースで構成されており、世界中に厚いユーザー層がいて、最新技

術を取り入れています。さらに、持続的にアップデートされていて、オープンソース間

の互換性も備えています。 また、多様なプラグインを提供しているため、必要な機能の

追加や開発が可能です。 

 

 

オープンソースで構成された ANKO ALM はリーズナブルな費用で構築が可能です。商用ソ

リューションの場合、数千万円の製品が多く、一部機能のみ備えている製品でも数百万

円に達するため、導入が簡単ではありません。一方、ANKO ALM は低費用で優れた機能を

提供するので、一石二鳥の効果を期待できます。 

ソース品質の見える化 

オープンソースで構成 

低費用で構築可能 

ツール間の連動 

 


